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探
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て
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平
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間
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一
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部
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経
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岡
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士
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庖
の
園
民
材
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情
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お
け
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意
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者豆

涛
~~ 
~時

叢
第

三

十

六

窓

第

二

競

(

酒

場

措

置

百

持

軍

事

昭
和
八
年
二
月
後
行

農
業
哲
三
商
工
業
雪
ミ
コ
旺
比
弐
院
一
一
日
川
ソ
句
出

-

M

』
一
一
二
イ
句
、

U
I
f
F
P
I
-
-

神

戸

正

雄

緒

言

元
来
、
園
家
の
諸
政
策
は
公
益
、
印
ち
園
家
金
曜
の
利
盆
を
最
高
目
標
と
し
て
計
蓋
し
、
租
税
の
如
き
も
亦
た

其
指
標
の
下
に
、
自
ら
固
韓
員
の
各
々
に
劃
し
て
も
、
其
の
各
利
害
を
共
通
と
す
る
固
瞳
に
劃
し
で
も
、
益
卒
に

し
て
均
衡
を
得
た
る
分
配
ぞ
潟
す
べ
き
to
の
で
あ
る
。
た
Y
園
家
が
租
税
制
度
を
立
て
且
つ
之
を
施
行
す
る
に
つ

、

当
d

種
々
な
る
国
家
的
必
要
を
併
せ
考
慮
す
る
が
矯
め
に
、

又
は
、

技
術
上
種
々
な
る
困
難
に
遭
泡
す
る
が
震

め
に
会
卒
の
要
望
に
副
は
ぎ
る
の
結
果
合
同
九
る
こ
と
が
あ
る
。
品
川
実
上
に
も
、
国
政
を
搾
営
し
此
が
指
導
の
局
に

農
業
者
と
商
工
業
者
と
の
租
税
頁
踊
帽
の
均
衡

第
三
十
大
倉

二
八
七

第

披



農
業
者
と
商
工
業
者
と
む
租
税
責
世
田
の
均
衡

第
三
十
六
巻

/¥. 
/¥. 

第

放

営
る
政
蛍
…
政
治
家
炉
、
国
民
中
の
一
何
れ
か
の
利
害
圏
睦
に
偏
傾
し
て
和
税
制
度
を
組
成
す
る
が
矯
め
に
、
卸
主
初

め
よ
り
不
公
平
を
計
る
の
意
闘
を
以
て
按
排
し
た
る
の
故
に
、
避
け
ゃ
う
と
す
れ
ば
避
け
得
ら
る
べ
き
の
不
公
平

の
存
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
少
く
な
い
。
此
終
の
貼
は
賓
際
の
政
治
に
封
し
て
大
に
反
省
ぞ
乞
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

所
の
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
又
、
反
面
、
租
粧
を
給
付
す
る
所
の
一
同
民
の
各
々
と
し
て
は
、
偲
A
T
、
国
民
中
の
他

の
も
の
が
遁
轄
の
負
抽
出
佐
し
な
が
ら
に
、
自
ら
は
過
重
の
負
捨
agA劫
す
事
が
め
っ
た
と
し
て
も
、
之
に
つ
き
怖
人

の
聴
負
撚
ぞ
小
説
土
中
、

hu
し
ろ
自
己
の
章
一
負
拾
に
つ
き
て
光
柴
df
戚
じ
、
臼
負
JTm
党
へ

τ、
喜
ん
で
其
負
櫓
に
任

h
d巴

p

み
平
市

J

、

一E
v
d
〆・

pι
・J〈

公
益
な
官
一
ん
じ
、

手11
平日F

I、l
t: 
じり

1m 
dE1 
{ ;1: 

5 

JI:b 

山
記
上
一
、
軍
与
し
wfdI
っ
l

次

J
O
b
~け
J
L
h
2
5
0

E
J
5
4
E
Y
E
-
E弓

i

t

↓J
d

v

ろ士
1
t
'
l
w
、
1
〆
L

v

‘
t
j
'

の
如
き
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
子
、
国
民
の
聞
に
n
公
益
隼
重
の
精
神
が
行
波
り
、
担
言
す
れ
ば
国
家
有
機
悼
の
理

解
、
又
は
闘
民
聯
帯
の
意
識
が
徹
底
す
れ
ば
、
此
の
如
き
賊
態
を
も
貰
現
し
得
る
で
あ
ら
う
と
思
ム
。
然
し
此
の

如
き
こ
と
を
各
員
に
期
待
す
る
の
は
、
人
間
性
ぞ
誤
解
す
乙
も
の
で
あ
っ
て
、
腎
際
に
は
各
人
、
各
部
の
者
は
各

其
負
携
の
過
重
に
つ
い
て
は
強
烈
に
反
抗
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
其
の
各
職
業
国
の
聞
に
於
て
は
最
烈
し
〈
此

負
轄
の
公
平
不
一
公
平
に
闘
す
る
守
が
行
は
る
る
と
い
ふ
の
が
過
去
の
事
例
で
あ
り
、
此
の
如
き
は
、
常
に
如
何
な

る
虞
に
も
、
又
如
何
な
る
時
に
も
行
は
る
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
併
し
一
方
に
於
て
負
携
の
過
重
に
っ
ち
反
折
す

る
同
一
人
又
は
業
固
瞳
が
、
買
は
他
方
に
立
法
上
行
政
上
、
出
来
る
だ
け
其
負
躍
の
遁
軽
な
ら
ん
こ
と
レ
翼
ふ
も

の
で
あ
っ
て
、
某
矯
め
の
故
に
、
初
め
に
避
け
ゃ
う
と
思
へ
ば
避
け
得
ら
る
る
不
益
平
が
法
規
中
に
存
立
し
て
居

る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
し
て
租
税
負
憶
の
理
想
を
作
り
、
各
員
を
し
て
謹
ん
で
租
税
ぞ
給
付
せ
し
め
る
が
錦
め
に
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は
、
先
づ
以
て
制
度
と
し
て
出
来
る
だ
け
の
公
平
の
矯
め
の
努
力
を
鴻
し
、
各
利
害
闇
岨
胞
と
も
、
各
の
負
携
や
-
遁

軽
な
ら
し
め
ん
と
す
る
の
運
動
を
自
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
如
き
が
正
義
の
命
十
る
所
た
る
は
い
ふ
ま

で
も
な
く
、
向
ほ
恰
か
も
英
一
か
各
利
害
闘
瞳
自
ら
の
利
益
に
も
蹄
着
す
る
の
で
あ
る
。
郎
ち
夫
の
聯
帯
と
い
ふ
こ

と
は
、
車
に
精
神
的
道
義
的
に
の
み
意
義
あ
る
の
で
な
〈
、
経
済
上
乃
至
物
質
的
に
も
意
義
あ
り
と
す
べ
き
で
あ

る
。
例
之
、
資
本
家
と
崎
労
働
者
と
封
立
し
、
農
業
者
と
商
工
業
者
と
割
立
し
て
、
各
、
其
負
情
を
聴
く
し
て
割
問
手

の
其
を
重

t
し
ゃ
う
と
す
る
の
が
貫
際
の
通
態
で
え
あ
る
け
れ

E
も
、
元
来
、
各
利
害
園
轄
の
み
に
て
は
又
劃
手

|界l
iド2

，:~ë 

抑
制

ト
九
い
lv・
ヰ

4J
〕

)
-
9
h
L
L
品
Jh
位
、
?
ゐ
L
h
J
I市
1
、
1

1

〉
つ
》
」
A

f

F

3

、

七
1一
f
c
-
0
4
4
1
4
H
3
v
l
y
t
沼
:
:
{
r
V
F
L
I
:
J〈

a
e
ι
:
4
1二
百
円
噌
主

E

ヰ

114F
コ
7
出
U

主、

j
;
E
l
i
-
H
1
1
z
;
[
1
:
i
 

7
t
;
h
t
川町
tF

一
ι
μ
U
川
崎
団
，
、

t
q
f
l
a
/

司

J
E
L

、I4

に
其
存
立
設
展
を
遼
げ
得
べ
き
も
の
で
あ
る
。

調
手
国
韓
の
負
携
を
重
く
し
て
其
発
展
を
阻
止
す
る
こ
と
は
、
や

が
て
は
其
れ
自
ら
の
費
展
の
阻
止
に
も
蹄
す
る
の
で
あ
る
。
郎
ち
各
国
韓
炉
各
自
の
負
擢
を
昭
一
く
し
ゃ
う
と
期
す

る
と
同
時
に
、
葉
土
同
度
合
に
劃
手
の
負
携
を
も
軽
〈
し
ゃ
う
ん
」
期
す
る
こ
と
が
、
鼻
、
に
其
自
ら
の
省
、
樗
を
斡
〈

し
て
、
其
自
ら
の
利
益
を
も
計
る
所
以
で
あ
る
。
卸
ち
園
家
内
の
各
部
の
利
害
閏
瞳
ば
、
む
し
ろ
均
衡
め
る
負
携

を
主
張
し
企
闘
す
べ
〈
、
そ
し
て
園
家
も
亦
た
各
部
の
上
に
立
っ
て
此
均
衡
あ
る
負
鳴
の
矯
め
に
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
成
程
賞
際
の
税
を
見
れ
ば
、
公
平
な
る
税
は
一
も
な
い
と
も
い
は
れ
や
う
。
或
は
之
が
円
公
平

理
想
は
完
全
に
は
達
成
せ
ら
れ
る
見
込
な
し
と

V
見
ら
れ
や
う
。
併
し
其
に
も
拘
ら
中
凶
家
と
し
て
は
出
来
る
だ

け
公
平
な
ら
し
め
3
や
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
膏
に
制
度
に
於
て
不
公
卒
な
る
も
の
を
取
除
か
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
の
み
で
な
〈
、

一
国
の
税
制
中
に
不
公
平
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
の
認
誠
を
も
世
人
の
心
か
ら
取
除
か

農
業
者
と
商
工
業
者
と
の
租
税
責
措
の
均
衡

第
一
一
一
十
六
怨

ノ、

九

第

~}.Æ 
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農
業
者
と
商
工
業
者
と
白
租
税
責
擦
の
均
衡

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
配
然
る
に
我
邦
に
於
て
は
、
粂
ね
て
農
業
者
と
商
工
業
者
と
が
劃
立
し
て
、
農
業
者
側
と
し

第
三
十
六
巻

九
O 

第

務

四

て
は
其
租
税
負
躍
が
商
工
業
者
に
封
比
し
て
相
封
的
に
過
重
だ
と
信
じ
且
つ
之
が
救
一
梼
を
叫
ん
で
居
る
。
そ
し
て

特
に
最
近
の
不
況
が
商
工
業
者
よ
り
も
農
民
に
一
層
深
刻
で
あ
っ
た
矯
め
に
此
負
轄
に
つ
い
て
の
不
満
が
一
層
に

も
高
調
せ
ら
れ
て
居
る
。
或
は
前
の
封
建
時
代
に
於
け
る
農
民
の
過
重
負
躍
と
比
較
し
て
は
今
日
は
ま
T
農
民
に

と
り
て
有
利
に
な
っ
て
居
る
と
も
い
ふ
が
、
時
府
は
今
日
で
は
夫
の
時
と
は
会
〈
盛
っ
て
居
り
、
四
民
平
等
の
悲

礎
の
上
に
立
っ
て
居
り
、
今
夏
ら
農
民
に
此
の
加
さ
の
追
憶
に
よ
り
て
納
得
せ
し
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

き

り

円
ア
~
、
札
止
、

E
U
ロリ
a
h
f
百
吋

-
4
v
+
j
L
J
日
は
ヰ
也
、

2
v向
片
)
戸
J
1
1
L
K「
王
、
匝
リ
-
】
比
百
一
三

F
Z
)
ロ
1
I
T
s
-
p
h
-
干
'
〉

I
L
晶

T
U
h
L
四
時
)
叫
叩

~
t
'
R
}

1
C
M
J
H
h
i
E引
T
山者

t
b
v
U
く
主
主
/
1
4堀
口
事
/
E
J
N

月
↑

J
3
4
4
U
E引
↑
け
a

ー
!
万
人

r
2白
羽
川
淵

1

3珂
川
町

U
持
/
下

J
f
J

も
数
量
的
に
一
層
大
い
だ
け
、

其
れ

rげ
農
民
の
負
憶
が
過
重
ピ
と
い
ふ
や
う
な
普
通
の
説
明
に
も
、
直
ち
に
承

服
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

も
っ
と
突
き
進
ん
で
、

其
品
質
的
の
問
題
に
つ
い
て
も
考
へ
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
兎
も
角
も
、
今
日
、
我
邦
に
て
農
民
の
負
躍
が
相
調
的
に
過
重
だ
と
い
は
れ
て
居
る
が
、
果
し
て
葉
が
何
の

程
度
に
異
質
で
あ
る
か
。
印
ち
本
来
、
農
民
は
商
工
業
者
に
劃
し
て
何
の
様
な
割
合
で
租
粧
を
負
ふ
の
が
相
営
で

あ
る
か
。
そ
し
て
実
理
想
と
貫
際
と
が
何
ん
な
に
喰
違
っ
て
居
る
か
。
夏
ら
に
実
は
何
か
ら
起
っ
た
の
か
其
原
因

は
如
何
。
並
に
之
が
救
持
策
如
何
。
と
い
ふ
こ
p

ど
は
淘
に
刻
下
の
税
制
改
革
上
、
重
要
な
る
問
題
の
一
叫
ん
と
考
へ

る
。
伺
っ
て
在
は
蕊
に
之
に
つ
い
て
の
在
見
を
披
揮
し
ゃ
う
と
思
ふ
。

第
-
段

農
業
者
商
工
業
者
租
韓
負
躍
の
理
想

H8.stnlJlε， Public J1nancι3臼1.p. 297 



農
業
者
と
商
工
業
者
と
の
聞
に
租
税
負
携
が
均
衡
を
得
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
言
ふ
を
待
た

ぬ
こ
と
だ
が
、
之
を
考
ふ
る
に
つ
い
て
は
農
業
者
中
に
就
き
て
、
農
作
者
と
農
地
主
と
を
分
っ
て
、
其
を
商
工
業
者

と
劃
比
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
脅
し
く
農
業
者
と
い
ふ
て
も
、
農
作
者
と
農
地
主
と
に
て
は
事
情
の
大
に
異

る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(一)
(A) 

農
作
者
、

封
、
商
工
業
者
|

l
先
づ

公
平
負
携
の
見
地
か
ら
1
i
1
之
を
見
る
。
租
税
に
つ
い
て
は
公
平
以
外
に
も
考
慮
す
ぺ
き
ち
の
が
あ
る
炉

仁
ト
Lfl史
4

}

舟
u
h
v

、a
.

μ

-

ノf
u

、トむず)入、
-
b
h
f
h
u
、介、
-h

「
晴
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入
I
し
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凶
品
、
，
ノ
戸
旬
、
リ

r

，L
W

川
L
1
h
u
b
f
J
〉
f

・a
〉

}
r
-
-
7
;
J、

1
d
r
i
p
b
i
z
-
w同

f

、しと
1
i
i
k
L
J
J
J

ノJ
J

ノ
J
G
J

〈

4

ぷ

l
h
/
仰
山
中

μ

!

l

、

L
A
V
J

品小，
f
品川
J
J

口
11.

力戸、
L
一

7
t
v
{

パ

υ
v
F
1
J

櫓
均
衡
の
固
有
の
領
域
に
つ
い
て
之
を
考
へ
る
の
に
、
此
見
地
に
立
つ
で
も
、
各
営
事
者
が
同
一
所
得
金
額
た
る

以
上
は
同
一
税
額
を
課
せ
ら
る
る
の
が
、
此
公
平
負
曜
に
適
合
す
る
所
以
だ
と
は
限
ら
な
い
。

J
W
各
に
於
て
所
得

を
奉
ヤ
る
情
態
の
異
る
に
よ
り
て
、
例
之
、
危
険
度
の
異
る
に
よ
り
て
能
カ
に
相
違
を
生
じ
、
随
っ
て
負
携
に
大

小
の
差
等
を
設
け
て
宜
し
い
。
然
る
に
此
貼
か
ら
農
作
者
と
商
工
業
者
と
を
比
較
す
る
と
、
農
業
で
も
近
代
に
て

は
企
業
的
に
管
ま
る
る
傾
向
が
強
〈
、
其
れ
だ
け
に
て
は
一
般
経
持
界
の
景
気
に
よ
り
影
響
さ
れ
、
損
宋
を
一
被
む

る
の
危
険
め
る
-
」
と
に
於
て
、
大
韓
、
商
工
業
者
と
共
通
で
あ
り
、

一
様
だ
と
い
ふ
て
良
い
が
、
併
し
又
、
農
業

に
て
は
自
給
自
足
的
の
分
子
も
多
く
、
商
工
業
に
比
し
て
は
勿
論
一
暦
多
〈
、
斉
し
〈
農
業
中
に
つ
い
て
も
地
方

に
よ
り
、
作
物
の
種
類
に
よ
ち
主
に
つ
い
て
の
相
違
が
甚
し
い
。
併
し
兎
も
角
、
概
し
て
農
業
は
商
工
業
よ
り
も

自
給
的
一
克
素
が
多
い
だ
け
は
、
安
全
性
が
一
唐
大
い
の
で
あ
り
、
此
賠
に
於
て
、
農
作
者
は
商
工
業
者
に
比
し
同

農
業
者
と
商
工
業
者
と
の
租
税
頁
搬
の
均
符

第
三
十
六
巻

第
二
披

ま王

九

拙著、租段研究三巻、 626) 



農
業
者
と
商
工
業
者
と
の
租
税
責
櫓
の
均
衡

第
三
十
六
巻

九

第

放

占ノ、

一
額
所
得
と
し
て
も
、
幾
ら
か
一
層
大
な
負
躍
を
錯
し
得
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
更
に
進
ん
で
考
ふ
る

と
、
農
作
者
は
商
工
業
者
に
は
な
い
所
の
、
特
段
な
る
、
自
然
的
の
原
因
、
印
ち
天
候
に
よ
ち
で
不
作
又
は
減
作

を
受
け
る
と
い
ふ
危
険
が
あ
る
。
之
を
も
併
せ
考
ふ
る
と
き
に
、
危
険
度
は
大
関
論
と
し
て
は
農
作
者
と
商
工
業

者
と
に
て
相
平
準
す
と
し
て
良
い
で
あ
ら
う
。
此
貼
卸
ち
危
険
度
か
ら
い
ふ
な
ら
ば
、
農
作
者
も
商
工
業
者
も
、

先
つ
同
一
所
得
額
に
つ
き
同
一
額
の
税
に
て
負
捨
の
均
衡
や
}
得
た
り
と
し
て
良
い
。
川
併
し
農
作
者
の
生
活
す
る

田
合
に
て
は
、
生
活
が
商
工
業
者
の
矯
め
の
郡
曾
よ
り
も
一
層
安
易
で
あ
り
、
大
悼
、
貨
幣
の
債
値
が
一
層
大
い

)
-
J
・
4

〉
、
主
l
p
J
'
i
J
)
守
、
日
川
1

日
pf¥記
円
J
H
h
H
L担当
b
H
'

、・
h

ト

白

ヴ

b

ヲ

ノ

戸

主

νHhLlu
〈

L
1宅、p
f，
M

〉
炉
担
、
』
T
'
)
開

ト

]

L
f
j
t
し

J
L
t
'
f
ョ

く

じ

"

日

ヤ

f
，色、

c
o
f
J市
消
〈
L

川
県
土
C

L

品川
A
A
7
E
:
f
r川

村
山

r
4
1
5

持
:
干
F-
ー
し
叱
fr

回
合
の
萱
千
国
は
都
舎
の
畳
千
武
百
固
に
嘗
る
と
も
い
は
れ
る
の
で
、
般
市
り
に
累
進
税

率
一
か
行
は
れ
る
と
し
た
ら
ぱ
、
田
合
で
は
都
曾
よ
り
も
一
段
高
い
方
の
税
宰
を
適
用
し
て
宜
し
い
筈
で
あ
ダ
。

ω

夏
に
税
の
性
質
か
ら
い
ふ
と
、
税
が
農
作
者
に
も
商
工
業
者
に
も
同
一
一
税
に
よ
り
て
課
せ
ら
る
る
な
ら
ば
先
づ
剖

れ
る
。

詳
し
く
い
ふ
と
、

等
と
し
て
も
宜
し
い
が
(
其
れ
で
も
各
業
目
性
質
の
異
る
鴛
め
に
受
る
影
響
は
全
〈
同
じ
と
は
限

be、
現
に
我
邦
に
て
見
る
や
う

に
異
っ
た
税
が
行
は
れ
る
と
き
に
は
、
業
に
よ
り
て
同
一
額
の
税
に
で
も
営
業
者
に
と
り
て
の
負
捨
に
難
易
が
出

来
、
部
ち
我
圃
の
地
租
の
や
う
な
税
が
農
業
者
に
か
か
り
(
商
工
業
者
に
も
か
か
る
が
)
そ
し
て
其
は
或
時
に
定
め
た
賃

貸
債
格
と
い
ふ
、
見
方
に
よ
れ
ば
一
の
外
形
標
準
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
、
営
業
者
の
粧
梼
の
内
部
に
立
入
ら
十

し
て
判
る
も
の
に
よ
り
、
而
も
一
度
定
ま
る
と
十
年
間
も
不
動
据
置
と
す
る
も
の
に
よ
る
の
は
、
商
工
業
者
に
か

か
る
替
業
牧
盆
耽
の
年
々
改
定
さ
れ
た
る
純
盆
と
い
ふ
管
業
者
の
経
梼
の
内
部
に
立
入
っ
て
判
る
も
の
に
依
る
の

7) Rau. Fw 5 牛¥uf!.If S. 122. 

8) 租枕研究、三巻71、以 F



に
比
し
て
、

一
層
璃
ひ
易
い
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。
即
ち
農
作
者
は
此
動
か
ら
し
で
も
商
王
者
よ
り
も
幾
分
か
割

合
に
重

t
負
惜
し
て
良
い
こ
と
に
な
る
、
地
租
が
夫
の
稿
々
長
い
間
不
動
固
定
な
矯
め
に
、
極
構
界
順
況
の
節
に

は
負
携
が
盆
々
軽
く
な
る
傾
が
あ
る
が
、
其
を
別
と
し
て
も
、
其
固
定
耽
な
る
が
矯
め
に
物
上
負
担
隔
た
ら
し
め
る

傾
が
大
で
あ
h
其
潟
め
に
も
負
措
は
し
易
〈
日
ゆ
る
。
宵
ほ
又
、
管
業
牧
盆
税
の
如
き
税
が
各
組
官
業
者
の
純
益
に
よ

る
左
い
ふ
て
も
、
之
金
正
確
に
掴
h
u

こ
と
は
難
く
、

其
矯
め
同
稽
競
争
管
業
者
の
聞
の
競
争
を
困
難
な
ら
し
め

る
ご
と
が
少
く
な
い
の
だ
が
、
農
業
者
の
場
合
に
は
税
か
ら
受
〈
る
影
響
が
商
工
業
者
ほ
ど
に
鋭
敏
で
な
い
こ
と

川
町
駅
る
と
]
ふ
こ
と
ら
、
問
主
管
ろ
離
泊
二
一
閥
系
J

て
収

5
0
:
叱
と
警
告
と
つ
閣
不

E

え
ま
者
世
枇
部
門
戸
自
党
い
-

輔
嬬
す
る
努
力
の
結
果
の
成
否
に
つ
い
て
の
其
成
功
の
可
能
性
の
大
小
か
ら
い
ふ
左
き
に
は
、
此
は
一
概
に
は
い

ひ
難
い
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
色
、
大
韓
、
農
作
者
は
其
産
物
が
主
と
し
て
生
活
必
需
品
に
属
す
る
の
で
、

業
開
か

ら
し
て
は
枕
を
消
費
者
に
輔
嫁
し
易
い
と
も
見
ら
れ
る
が
、
併
し
其
産
業
組
織
が
我
邦
な
ど
で
は
非
常
に
小
〈
分

一
致
共
同
の
運
動
を
震
す
こ
と
が
六
っ
か
し
く
、
生
産
の
方
法
か
ら
し
で
も
不
動
産
と
い
ふ
間
定

散
し
て
居
り
、

責
本
に
依
る
こ
と
が
大
で
、
需
要
の
誠
少
に
臆
じ
て
生
産
制
限
ぞ
行
ひ
難
き
髄
な

E
を
考
へ
る
と
、
む
し
ろ
商
工

業
者
に
比
し
て
は
轄
嫁
を
鴻
す
こ
と
の
困
難
な
る
ム
の
で
あ
っ
て
、
業
か
ら
い
ふ
と
、
大
韓
、
租
税
負
櫓
に
つ
き

困
難
な
る
地
位
に
み
り
と
し
て
良
い

0

・
か
く
て
会
瞳
を
遁
じ
て
見
る
と
.
農
業
者
が
重
き
負
櫓
を
し
難
き
勤
も
あ

り
、
又
反
曹
の
賠
も
あ
り
て
、
差
引
し
て
幾
分
か
は
割
合
に
重
〈
携
ひ
得
る
と
し
て
大
過
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。

町
敬
育
、
融
合
、
及
生
産
政
策
の
見
地
か
ら
|
i
hい
農
作
者
中
に
て
も
特
に
自
作
者
が
世
の
中
に
多
く
存
す
る
と

農
業
者
と
商
工
業
者
と
の
租
税
責
措
白
均
衡

第一一一十六血管

七

第

f虎

ニ
丸
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農
業
者
と
商
工
業
者
と
の
租
税
賞
捨
D
均
衡

第
三
十
六
巻

第

披

二
丸
四

八，

い
ふ
こ
と
が
、
道
義
心
維
持
の
教
育
政
策
上
か
ら
し
で
も
、
祉
合
生
活
を
聞
満
な
ら
し
ゅ
り
る
祉
曾
政
策
上
か
ら
し

で
も
.
農
産
を
盛
な
ら
し
り
る
生
産
政
策
上
か
ら
し
で
も
、
望
ま
し
と
す
る
に
於
て
、
商
工
業
者
に
比
し
て
は
一

層
保
護
し
た
き
も
の
が
あ
っ
て
、
之
に
特
に
聴
き
負
携
を
課
す
べ
し
と
す
る
。
慮
で
此
に
つ
い
て
は
我
圃
に
て
は

既
に
現
在
、
賃
貸
債
格
試
百
回
以
下
の
自
作
免
租
の
特
典
を
奥
へ
て
居
る
の
に
止
ま
る
が
、
此
は
買
は
、
も
っ
と

大
な
自
作
農
に
も
及
ぽ
し
て
良
く
、
或
は
此
武
百
回
以
上
の
自
作
農
に
は
聴
率
課
税
と
し
て
も
良
い
。
兎
も
角
、

此
自
作
農
に
は
此
等
の
政
策
上
か
ら
し
て
、
一
段
と
、
商
工
業
者
よ
り
も
、
更
に
小
作
農
よ
h

り
も
聴
き
品
目
憶
を
至J

 

常
と
「
る
も
円
山
畑
刊
の
品
。
向
い
城
山
向
州
産
物
の
岡
山
叫
生
制
上
の
貫
雨
水
L
L
V
ふ
離
か
ち
し
て
、
凡
ベ
て
切
農
業
に
於
け

る
軽
負
措
を
鼎
護
す
る
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
其
bn-
小
ふ
と
、
商
工
業
者
の
取
扱
ム
物
に
も
此
種
の
物
が
存
し
て
居

り
、
農
業
者
の
生
産
す
る
物
が
此
種
生
活
必
需
品
と
も
限
ら
ぬ
か
ら
、
此
酷
か
ら
し
て
、
農
業
者
と
商
工
業
者
と

を
封
立
し
て
負
轄
の
軽
重
を
論
中
る
を
得
ぬ
。
尤
も
現
に
我
闘
に
で
も
、
工
業
者
中
、
重
要
産
物
の
生
産
者
に
所

得
税
見
除
を
行
ふ
が
如
き
例
は
あ
る
。

に
農
地
主
、
普
)
商
工
業
者
1

1
に
て
は
、
は
い
前
記
、
農
村
生
活
の
容
易
の
貼
か
ら
し
て
、
農
地
主
が
多
少
の
度

に
於
て
商
工
業
者
(
都
舎
四
)
よ
り
色
重
〈
擢
ひ
得
る
と
い
ひ
得
あ
ば
か
り
で
な
〈
、
同
土
地
所
有
者
と
し
て
、
物
的

一
克
素
の
上
に
所
得
を
寒
川
、
る
志
の
と
し
て
、
商
工
業
者
の
や
う
に
人
的
一
克
索
と
物
的
元
素
k
の
上
に
所
得
を
奉
ヤ

る
色
の
に
比
し
て
、
能
力
割
合
に
大
に
、
一
層
重
〈
搾
ひ
得
る
所
以
の
も
の
も
あ
る
。
で
農
作
者
が
商
工
業
者
に

劃
す
る
よ

h
は
一
屠
大
な
る
度
に
於
て
負
携
に
差
等
が
あ
っ
て
も
良
か
ら
う
け
れ
ど
も
、
き
う
か
と
い
ふ
て
、
め

Sd verrnan， L c. p. J 9 
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ま
h

に
大
な
聞
き
の
あ
る
の
も
穏
営
で
は
あ
る
ま
い
。

第
二
段

農
業
者
商
工
業
者
租
税
負
措
の
賓
際

前
記
に
よ
り
て
大
瞳
、
農
業
者
商
工
業
者
の
負
憎
の
理
想
を
見
に
か
ら
、
・
究
ぎ
に
は
之
が
我
聞
に
於
け
る
賞
際

を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
之
が
調
査
は
決
し
て
容
易
の
事
業
で
は
な
い
。
暫
ら
く
最
近
行
は
れ
た
こ
の
会

的
調
査
を
借
る
と
究
の
如
き
成
果
を
一
不
す
。

↑
昭
和
三
年
度
、
大
藤
省
調
査
に
よ
る
租
税
の
所
得
額
に
劉
す
る
割
合
|
|
此
は
後
の
農
舎
の
調
査
に
比
し
て
は

政
府
自
ら
と
い
ム
一
層
虫
平
な
立
場
に
あ
る
も
の
の
調
べ
だ
か
ら
、
信
頼
性

'r
一
層
多
く
有
つ
が
、

昭
和
一
一
一
年
度

依
る
と
(
%
に
て
表
す
)

の
だ
と
い
ふ
か
ら
、
時
間
的
に
は
ま
(
後
に
於
げ
る
経
済
上
の
襲
化
を
無
繭
す
あ
黙
に
於
て
不
満
が
め
る
。
炉
之
に

ν/所

時
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u
v
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農
業
者
と
商
工
業
者
と
の
租
税
責
櫓
の
均
衡

第
三
十
六
巻

二
九
六

第
二
披

O 

之
に
よ
り
て
見
れ
ば
萱
高
園
以
下
の
所
得
に
て
は
農
業
者
は
殆
ん
ど
凡
べ
て
、
商
工
業
者
に
比
し
て
倍
以
上
(
五
千

回
白
庭
に
て
一
九
九
と
い
ふ
が
此
は
二
O
O
に
近
い
も
の
で
あ
る
か
、
b

冗
此
も
倍
の
責
措
と
し
て
も
大
な
過
ほ
な
い
)

の
負
擦
が
-
霜
し
、
点
誼

高
園
、
玉
高
闘
の
所
得
に
て
は
、
和
々
棄
に
な
っ
て
居
る
け
れ

E
も
、
業
れ
で
も
七
割
七
分
大
と
い
ふ
の
一
だ
か
ら

あ

ま

り

に

均

衡

が

取

れ

て

居

な

い

と

し

て

良

い

。

寸

ニ
昭
和
六
年
度
、
帝
国
農
舎
調
査
に
依
る
公
課
の
所
得
額
に
封
す
る
割
合
1

l
此
方
は
、
調
査
営
局
が
帝
国
農
曾

r
，‘、と

い
ふ
一
方
の
利
害
の
代
表
者
で
あ
る
か
ら
、
若
干
、
割
引
し
て
見
ほ
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
兎
も
角
、
昭
和
六
年

時

L
t作
'
幅
'
・
町
、

)
-
F
圃・
1
・1
4
・1
4
)
げ
也
知
略
1

h
内七
υ
i
h向
、

d

:

L

L

i

}

，
}
.

5
Fケ
ハ
ー
し

J

d
叶

【

庄

司

、

1
0
維
持
迫
骨
内
戸
市
い
ご
j
d
t
T
r
H
F
u
カ

t

-

Y
市町司
V
日
q
a

巳奇功、

1
h
.

、、，
D

・4
・1
ト

ih

引
刷
、
河
川
U

F

恒
雄
述
師
M
J
r
t
h
L
L
J
7
6

同
州

7ム
ト

k
t
f
w

の
大
蕪
省
の
に
比
し
て
比
較
的
に
低
級
の
所
得
者
に
つ
い
て
調
べ
て
居
る
の
で
、
全
部
を
劃
比
す
る
こ
と
が
同
来

ぬ
の
は
遺
憾

rが
、
其
雨
者
の
比
較
し
得
る
所
で
は
、
農
業
者
、
就
中
、
農
地
主
に
と
り
で
は
一
層
過
重
に
現
は

れ
て
居
る
。
邸
ち
各
所
得
に
封
す
る
公
課
の
割
合
は

2
に
て
表
は
す
)

農業者

丹t
者 f専

}JIJ 所

f白f主
地 額f尋
主

}JIJ 
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幸
E

雪野湖一

l

i

-
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一
製
造
一

業

主

三三己. 一
二
・
回

{
一
・
王

" 
少、

ノー、ニロ・九

右
表
を
加
工
し
て
、
製
造
業
者
r

ゲニ
O
O
と
し
て
計
算
す
る
と
き
は
、
各
の
者
の
負
携
の
度
合
は
衣
の
如
〈
で
あ

11-727τo 
zE霊lfzfi
三一|三し|三-Li|:三一

J三I~ I三LL皇室一

三」量一1-呈-1

44il三li

一ロロ

、
亡二コ
ミニコ
乞二コ

回
己
一一主

一一三一。。

三 lJUJE三一

ノ門、.

4孟」」L-l

之
に
よ
り
て
見
る
左
、
製
造
業
者
に
比
し
て
、
自
作
農
者
は
多
き
は
三
倍
、
少
き
も
六
割
七
分
大
の
負
擦
を
鴬
し
帽

農
地
主
は
少
き
も
二
倍
六
割
八
分
、
多
き
は
四
倍
四
割
二
分
の
負
携
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
精
密
の
こ
左
は
判
p
o
ぬ

け
れ
ど
も
、
之
に
よ
り
て
も
大
瞳
に
於
て
、
農
業
者
の
負
憶
が
商
工
業
者
に
封
し
可
な
り
に
大
な
聞
き
に
於
て
遁

重
負
措
を
潟
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。

農
業
者
と
商
工
業
者
lr

の
租
税
責
婚
の
均
衡

第
三
十
六
巻

-
一
九
七

第

f虎



農
業
者
主
商
工
業
者
と
の
租
税
責
擦
の
均
衡

第
三
十
六
巻

大e

/¥ 

第

放

勿
論
、
右
は
業
調
査
の
困
難
な
る
鴻
め
に
精
確
な
も
の
と
は
い
ひ
粂
ね
る
で
あ
ら
う
し
、

一
方
は
、
時
の
貼

μ

て
陳
腐
に
麗
し
、
他
方
は
一
方
的
利
害
代
表
者
に
よ
る
調
査
の
縛
め
に
多
少
信
頼
性
を
扶
く
の
憾
は
あ
る
。
ま
に

此
等
は
何
れ
も
直
接
税
及
之
に
準
十
る
も
の
に
つ
き
で
の
調
で
あ
っ
て
、
此
外
に
従
率
税
が
少
か
ら
や
あ
っ
て
、

会
き
異
の
負
携
を
示
し
得
ぬ
と
い
ふ
こ
と
る
あ
る
。
此
黙
は
飽
迄
も
之
を
認
め
て
、
之
に
あ
ま
り
に
重
き
を
置
き
・

て
は
議
論
を
し
粂
ね
る
の
で
あ
る
が
、
先
づ
之
に
て
大
勢
だ
け
は
窺
知
し
得
る
と
し
て
良
か
ら
う
。
向
ほ
北
(
の
従

卒
税
に
て
は
農
業
者
に
と
り
て
有
利
な
色
の
も
あ
れ
ば
不
利
な
る
も
の
も
あ
っ
て
、

一
概
に
は
い
び
難
い
。
例
之

弘
山
河
リ

h
1
3
h
r・t
r
M
4
'
h
r
l
l
}
干
引

p
t
I
j
私
比

V
E
7
y
h
M『
j
H
M
h
ト
九

L

-

C

L

V

}

f

自

-HH
，
p

m

p

〉

王

山

'
4
h叩
ト

r

/
畑

一
軒
抑
制
川
刑
事
羽
市
ド
ト
，
万

LV
と

ziι
羽
月
続
吻
レ
調
和
U
-
4
A
t
いし躍
F
l
i
r
-
-
J午
不
t
r
~
J
M
Y「臼
K
F
t

力
。
11u

キIli
縮
靴
(.1) 

如
き
で
は
、
都
合
商
工
業
者
の
財
産
中
に
は
隠
匿
し
易
〈
随
っ
て
遁
股
し
易
い
の
み
で
な
く
、

い
t
d
と
い
ふ
と
き

換
賃
貸
幣
に
か
へ
と
し
易
い
も
の
が
少
く
な
い
の
で
あ
る
の
に
、
回
合
の
農
民
の
財
産
の
重
な
る
も
の
は
、
何
と

い
ふ
て
も
土
地
と
い
ふ
隠
匿
し
難

t
、
換
貸
し
難
き
も
の
ピ
と
い
ふ
こ
と
に
於
て
、
商
工
業
者
に
と
り
て
有
利
と

な
り
、
随
っ
て
農
民
に
と
り
で
不
利
と
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

第
三
段

農
業
者
商
工
業
者
負
揖
不
均
衡
の
原
因

ト
理
想
と
貫
際
と
の
阻
酷
1
4
1
1
上
来
一
説
〈
所
に
依
る
と
小
山
農
業
者
が
商
工
業
者
に
比
し
て
多
少
、
割
合
に
重
き
負

擦
を
講
す
こ
と
は
至
営
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
特
に
農
地
主
が
営
業
者
よ
り
も
割
合
に
重
き
負
捲
を
し
て
可
で

あ
る
。
併
し
其
度
合
は
、
勿
論
精
密
に
指
示
し
難
い
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
先
づ
穣
営
な
る
度
合
と
す
れ
ば
大

Seligman， Essays in taxlJ.tion. 10 ed. 28--29 )
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瞳
五
割
度
以
内
の
も
の
で
良
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
賓
際
の
結
果
が
農
地
主
に
於
て
製
造
業
者
の
二
倍
六
割
八
分

か
ら
四
倍
四
割
二
分
の
割
高
を
示
す
の
は
、
過
大
な
る
聞
き
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

mw自
作
農
に
至
り
て
は
理

想
か
ら
い
へ
ば
笹
業
者
と
同
等
負
擢
に
で
も
宜
し
く
、
或
は
一
層
轄
く
し
て
も
良
い
と
色
い
は
れ
る
程

rが
、
暫

ら
く
自
作
小
作

t

伊
通
じ
て
の
、
農
作
者
と
し
て
見
る
も
、
極
僅
か
な
る
度
に
於
て
の
み
商
工
業
者
に
比
し
て
重
〈

課
す
べ
き
も
の
で
、
二
一
二
割
度
の
聞
き
に
て
足
る
と
思
は
れ
る
の
に
、
貫
際
、
業
負
捲
が
製
造
業
者
に
比
し
て
六

割
七
分
か
ら
三
倍
の
一
定
負
擦
と
な
っ
て
居
る
の
は
過
営
で
あ
る
。

宮原因
1

1
然
長
野
負
携
の
不
均
衡
は
何
慮
よ
り
き
た
か
。

州
民
地
主
市
劃
m

骨
業
者
l
l
a

作

物

税

1

l

問
地
租
管
業
税
に
つ
き
|
|
農
地
主
の
所
得
は
凡
ぺ
て
土
地
か
ら
皐
げ
ら
れ
、
物
税
と
し
て
は
之
に
地
租

刊
か
課
せ
ら
れ
更
に
そ
の
地
方
附
加
税
が
か
け
ら
れ
る
。
然
る
に
拙
営
業
者
の
所
得
は
物
税
と
し
て
は
替
業
枇
益
税

〈
及
そ
の
地
方
一
附
加
枕
)
の
み
課
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
業
者
が
業
管
業
に
用
ゐ
た
土
地
の
所
有
者
た
る
と
き
の
如

き
、
其
替
業
牧
盆
晩
中
か
ら
其
に
用
ゐ
た
士
地
の
地
租
を
控
除
す
る
こ
と
に
な
り
、
彼
の
所
得
の
一
部
は
地
租
を

負
ひ
、
他
部
は
管
業
牧
盆
税
を
負
ふ
こ
と
も
あ
る
。
此
場
合
に
於
て
農
地
主
と
管
業
者
と
の
比
較
に
て
は
、

は
地
租
と
地
租
と
の
比
較
を
鴻
し
、
他
部
は
地
租
と
管
業
技
盆
税
と
の
比
鞭
を
潟
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
之
を 部

分
別
し
て
比
較
し
ゃ
う
。

農
業
者
と
商
工
業
者
と
の
租
税
責
婚
の
均
衡

第
三
十
六
巻

二
九
九

第
二
時
踊



農
業
者
主
商
工
業
者
ー
と
の
租
税
責
槍
の
均
衡

第
三
十
穴
巻

=一0
0

第
二
披

四

同
地
租
(
農
業
)
主
管
業
牧
盆
税
と
の
比
較
此
ニ
の
も
の
の
掛
立
す
る

Y
げ
に
て
は
、
土
地
所
得
の
方
は

今
か
ら
七
年
も
前
の
大
正
十
五
年
四
月
一
日
現
在
の
賃
貸
債
格
と
い
ふ
葉
土
地
の
組
収
盆
の
百
八
雪
て
入
の
困
税

を
負
ふ
に
封
し
、
管
業
所
得
の
方
は
、
英
よ
り
も
一
屠
現
在
に
延
き
前
年
中
(
貫
際
の
吠
態
で
は
多
〈
は
大
正
十
五
年
常
時
よ

り
は
小
〈
現
は
れ
る
所

εの
純
牧
盆
(
卸
ち
総
生
並
よ
り
は
小
い
)
の
百
八
竺
了
六
と
い
ふ
国
粧
を
課
せ
ら
れ
、
而
か
も
之
等
に

附
加
せ
ら
れ
る
地
方
附
加
税
は
、
市
町
村
に
て
は
二
者
、
同
率
七
る
百
分
六
十
六
と
い
ふ
制
限
ま
で
課
せ
ら
れ
る

炉
、
府
眠
税
に
て
は
、
士
地
の
方
は
百
分
八
十
二
、
管
業
の
方
ほ
百
分
四
十
六
宇
と

Z
Mれ
も
笠
需
の
ガ
が
一
層
小
〉
い
ふ

制
限
に
鵬
し
、
以
上
い
ふ
や
う
に
四
貼
に
つ
い
て
、
土
地
負
憶
の
方
が
一
層
重
く
な
る
や
う
に
血
球
て
居
名
。
相
い

し
其
中
に
つ
き
、
肱
盆
評
定
又
は
調
査
の
時
の
貼
は
、
事
情
に
よ
り
て
は
農
業
者
に
と
り
で
好
都
令
と
な
る
こ
と

も
あ
り
得
る
。
た
Y
最
近
の
事
情
が
偶
々
、
業
不
利
に
蹄
し
た
の
み
で
あ
る
。
も
一
つ
第
五
賠
と
し
て
可
能
的
な

の
は
定
は
反
樹
と
な
る
場
合
も
あ
り
得
る
と
、
舷
官
業
牧
盆
税
に
於
げ
る
純
益
と
い
ふ
の
は
、
各
営
業
者
の
人
に
つ
い
て
貫

際
の
具
樺
的
の
純
益
を
見
る
の
に
(
此
も
往
々
、
賓
際
と
異
る
と
と
に
も
な
る
と
、

ふ
物
に
つ
き
、
何
人
が
(
む
し
ろ
平
均
人
が
)
之
を
利
用
し
て
も
生
宇
べ
し
と
推
定
せ
ら
れ
る
平
均
的
な
る
牧
盆
(
同
格
地

地
租
の
方
は
、
む
し
ろ
各
の
土
地
と
い

に
於
け
る
)
を
標
準
と
錯
し
、
随
っ
て
其
各
人
か
ら
見
れ
ば
、
之
が
利
用
方
法
の
如
何
に
よ
り
(
地
主
と
し
て
も
、
耕
作
者
と

し
て
と
貫
際
牧
盆
が
右
の
平
均
牧
盆
と
は
異
hJ
得
る
。
随
っ
て
買
際
の
肱
盆
が
此
の
評
定
の
も
の
よ
り
色
一
屠
小

い
と
い
ふ
こ
と
が
あ
り
得
て
、
其
場
合

μ
は
農
地
主
が
一
層
重
き
負
携
を
潟
す
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
も
一
つ
の

可
能
的
な
る
貼
は
、
地
租
が
蓮
肱
難
の
物
韓
に
闘
す
る
の
に
、
管
業
牧
盆
が
遁
肱
易
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。

P~eiffer ， Staatse】nnahmen.II. S. 167 
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州
地
租
と
地
租
・
と
の
比
鞭
1
l
l農
地
主
色
、
管
業
者
も
共
に
、
土
地
所
得
に
つ
き
葬
し
く
地
租
及
地
租
附

加
枕
を
課
せ
ら
る
る
酷
か
ら
い
ふ
の
に
、
何
れ
も
大
正
十
五
年
四
月
一
日
現
在
の
賃
貸
債
格
の
百
分
三
・
八
と
い
ふ

の
で
、
先
づ
平
等
と
い
ふ
て
良
い
。
附
加
積
も
同
等
で
あ
る
。
だ
か
ら
艦
持
界
の
版
勢
が
其
後
、
あ
ま
り
麗
化
せ

争
、
大
韓
持
績
し
て
来
た
も
の
と
す
れ
ば
、
此
聞
に
公
平
日
か
保
た
れ
て
居
る
と
し
て
良
い
。
然
る
に
夫
の
時
か
ら

し
て
今
日
ま
で
の
聞
に
鑑
持
情
勢
に
撞
化
が
あ
り
、
田
舎
と
都
舎
と
で
多
少
異
る
も
の
が
あ
り
、
田
舎
に
於
て
は

大
睡
都
曾
よ
り
も
其
牧
入
が
一
層
減
退
し
た
ゃ
う
だ
か
ら
、
主
(
酷
か
ら
し
て
農
地
主
が
管
業
者
に
比
し
て
過
大
負

躍
が
}
錯
す
k
い
ふ
可
能
性
が
生
中
4
0
0

同
日
北
上
ι
z
b
課
税
標
準
に
る
賃
貸
借
格
決
定
官
時
に
於
て
、
県
賃
貸
憤

格
に
依
り
算
出
し
た
る
地
租
額
が
従
前
の
地
慣
に
よ
hd
算
出
し
た
る
稽
誌
の
地
租
額
の
三
借
入
割
を
超
ゆ
る
土
地

に
ゐ
り
で
は
、
脅
法
の
地
租
額
の
三
倍
八
割
に
相
営
す
る
金
額
を
百
分
の
三
・
入
に
て
除
し
た
る
金
額
を
以
て
葉

賃
貸
債
格
と
す
る
と
い
ふ
負
憶
の
急
激
増
加
緩
和
規
定
が
ゐ
っ
て
、
之
が
適
用
を
受
け
た
の
は
貫
は
都
舎
地
の
方

に
一
暦
多
〈
、
其
掛
川
め
商
工
業
用
地
が
初
め
か
ら
給
付
龍
力
に
比
し
て
一
屠
過
小
の
負
憶
を
漏
し
て
居
た
の
が
、

今
日
に
ち
及
ん
で
居
る
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。

間
家
屋
枕

l
ー
か
ら
い
ふ
て
も
、
此
が
農
地
主
に
も
管
業
者
に
も
か
か
る
と
し
て
、
農
地
主
は
、
都
市
の

替
業
者
に
比
し
て
割
合
に
高
債
な
る
家
屋
に
住
ふ
傾
が
あ
り
、
随
っ
て
所
得
の
大
き
の
割
合
に
は
一
層
多
〈
の
家

屋
税
を
梯
ム
傾
あ
り
と
い
ふ
こ
と
色
あ
る
。

何
人
税
と
し
て
は
園
枝
府
牒
税
は
、
農
地
主
に
色
商
工
業
者
に
も
同
等
に
か
か
る
と
し
て
、
市
町
村
杭
は
田

農
業
者
と
商
工
業
者
と
白
租
穂
賞
婚
の
均
衡

第
三
十
六
巻

O 

第

罰E

五

Lotz， Fw S. 391目
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合
で
は
大
h
u

ね
戸
数
割
が
行
は
れ
、
間
々
頗
る
高
率
の
比
例
税
た
る
も
の
で
、
査
千
武
百
回
以
下
の
小
所
得
者
に

も
か
け
ら
れ
る
の
に
、
都
舎
で
は
所
得
萱
千
武
百
国
以
上
の
も
の
に
限
り
、
本
税
の
僅
か
に
百
分
七
以
内
の
所
得

税
附
加
粧
が
か
け
ら
れ
(
別
に
家
屋
枕
の
特
別
一
帯
率
を
件
ふ
こ
と
も
あ
る
)
る
と
い
ふ
の
で
、
農
地
主
が
商
工
業
者
よ
り
も
割

高
に
謀
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

例

自

作

農

、

封

、

筆

者

|

い

物

税

〆
'z
、什

い
地
租
掛
諜
散
論
和
1

1

自
作
農
は
副
税
止
し
で
は
細
引
の
め
eT
棚
ひ
、
猷
官
業
者
は
拙
刺
の
州
内
い
し
、
鉱
百
諜

肱
盆
粧
を
も
負
ふ
の
で
、
前
者
一
か
後
者
よ
り
も
負
携
が
割
合
に
柴
な
ゃ
う
で
も
あ
る
け
れ
ど
色
、
賞
際
に
は
、
此

管
業
者
の
負
ふ
所
の
地
租
と
替
業
牧
盆
税
と
が
重
複
課
税
と
な
ら
ぬ
や
う
に
な
っ
て
居
号
、
同
額
の
所
得
と
し
て

見
れ
ば
、
自
作
農
の
地
租
正
管
業
牧
盆
枕
と
の
封
立
す
る
部
分
と
、
農
地
租
と
宅
地
租
と
の
封
立
す
る
部
分
と
が

出
来
、
結
果
は
、
前
記
幻
け
川
に
て
い
ふ
も
の
が
此
に
も
行
は
る
る
こ
と
に
な
る
。
尤
も
自
作
農
の
場
合
の
所
得

は
同
一
地
片
に
つ
い
て
も
農
地
主
の
所
得
よ
り
は
多
少
大
い
こ
と
が
あ
b
得
る
。
其
れ

rけ
に
て
は
、
彼
に
と
り

て
の
地
租
は
、
農
地
主
に
と
り
で
よ
り
も
割
合
に
軽
き
・
も
の
で
あ
り
得
る
が
、
併
し
其
れ
め
る
が
故
に
彼
の
負
措

が
商
工
業
者
よ
り
も
割
合
に
軽
く
な
る
ほ
ど
に
、
業
所
得
が
大
な
も
の
で
は
な
い
。
又
、
賃
貸
債
格
武
百
回
以
下

の
田
畑
の
自
作
農
に
て
は
国
税
が
か
か
ら
十
し
て
、
府
牒
の
特
別
地
税
、
及
そ
の
市
町
村
附
加
粧
が
か
か
り
、
純

益
四
百
回
以
下
の
管
業
者
に
て
は
斉
し
〈
園
耽
た
る
替
業
牧
盆
粧
が
か
か
ら
や
し
て
、
業
よ
り
も
軽
き
度
の
府
聴



替
業
税
と
市
町
村
附
加
枕
と
が
か
か
る
、
議
が
偽
々
替
業
用
土
地
主
有
で
ば
地
租
及
一
附
加
枕
も
か
か
る
が
、
其
は
む
し
ろ
稀
で
あ
ら
う
)

の
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
概
し
て
農
作
者
の
方
が
一
層
重
〈
な
る
傾
が
あ
る
。

間
家
屋
税
|
|
に
つ
い
て
は
前
に
い
ふ
こ
と
が
悲
に
も
営
る
。

は
い
人
税
に
つ
い
て
は
、
国
税
及
府
騒
税
は
封
等
と
し
て
、
市
町
村
税
に
て
郡
舎
の
替
業
者
は
萱
千
武
百
回
以

上
の
所
得
を
有
つ
色
の
の
み
所
得
税
の
本
耽
の
百
分
七
以
内
の
附
加
現
存
と
し
て
家
屋
一
械
の
特
別
靖
容
を
と
ぞ
課
せ
ら

れ
る
の
に
、
田
合
の
自
作
農
は
其
所
得
の
大
小
に
拘
ら
中
、
重
量
己
比
例
税
に
る
戸
数
割
を
課
せ
ら
れ
、
都
舎
で
あ

つ
に
な
ら
ば
、
人
税
そ
負
は

Y
る
べ
『

J
h

資
千
武
百
回
以
下
の
小
所
持
者
F
b
t
を
説
せ
ら
れ
、
此
戸
敷
劃
一
V
名
義
上

こ
そ
人
税
だ
が
、
其
賞
、
物
税
と
も
見
ら
れ
る
も
の
と
な
り
、
都
合
の
小
な
管
業
者
だ
L
L
、
大
抵
は
地
租
も
家
屋

税
も
か
か
ら
争
、
所
得
税
色
か
か
ら
中
、
此
等
の
附
加
穂
も
か
か
ら
子
、
唯
だ
管
業
牧
盆
就
か
地
方
管
業
税
か
、

及
其
等
の
附
加
粧
の
み
か
か
る
に
封
し
て
、
小
な
る
自
作
農
に
は
地
租
又
は
特
別
地
税
、
及
此
等
の
附
加
段
、
家

屋
枕
及
其
附
加
税
、
並
に
重
き
戸
敷
割
が
か
か
り
で
噌
何
と
し
て
も
前
者
に
比
し
過
大
な
負
憶
を
す
る
や
う
に
な

る
の
で
あ
る

G

第
四
段

農
業
者
商
工
業
者
負
措
不
均
衡
の
救
漕
策

以
上
、
農
業
者
商
工
業
者
負
携
不
均
衡
の
原
因
を
見
た
か
ら
、
衣
ぎ
に
は
之
が
救
済
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
併
し
貫
際
、
之
を
し
て
完
全
に
均
衡
を
得
し
か
る
が
如
き
は
金
く
不
可
能
な
る
難
事
業
で
あ
る
。
た
Y
現
在

農
業
者
と
商
工
業
者
と
白
租
税
貢
擦
の
均
衡

第
三
十
六
巻

三
O
三

第

貌
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よ
り
も
多
少
と
も
に
之
を
改
善
し
て
、
理
想
に
近
づ
け
る
こ
と
は
出
来
る
。
左
の
如
し
。

一
人
税
|
|
に
て
は
今
日
の
や
う
に
市
町
村
に
よ
り
、
或
は
所
得
税
附
加
税
に
よ
り
、
或
は
戸
数
割
に
よ
る
の
を

改
め
て
其
の
何
れ
か
一
方
に
統
一
す
る
の
も
一
方
法
で
あ
る
が
、
其
よ
り
も
な
し
ろ
人
税
は
之
を
地
方
税
と
せ
十

全
〈
之
を
闘
税
と
し
て
の
み
取
り
‘
其
牧
入
の
一
部
を
地
方
に
分
配
し
交
付
す
る
と
き
に
、
一
居
公
平
と
も
な
り

且
つ
農
業
者
の
過
重
負
控
を
軽
減
す
る
に
も
足
る
で
あ
ら
う
。

二

物

枝

川
川
、
地
租
替
業
欣
盆
税
ー
ー
に
つ
レ
C
は
他
々
の
枕
革
案
一
か
成
立
つ
。

川
或
は
地
租
't
替
業
欣
盆
税
と
か
昼
〈
地
方
に
委
譲
し
た
上
に
で
、
此
ニ
の
も
の
の
均
街
あ
る
課
税
方
誌
を

考
へ
、
併
し
之
と
同
時
に
地
方
税
の
性
質
上
考
慮
す
べ
き
他
の
事
項
を
も
由
参
酌
し
て
趨
営
に
棺
排
す
る
の
も
一
策

で
あ
る
。ろ

併
し
此
二
粧
を
同
一
粧
の
憶
と
し
て
持
槙
す
る
と
せ
ば
。

同
或
は
管
業
牧
盆
税
の
前
年
の
純
盆
郎
ち
所
得
の
百
分
二
・
六
の
課
税
を
業
俵
と
し
て
、
地
租
を
も
前
年
の

純
盆
即
ち
所
得
に
よ
り
、
併
し
税
率
の
百
分
三
・
入
を
維
持
し
、
地
租
の
府
牒
附
加
税
の
制
限
宰
を
替
業
般
盆
税
の

其
と
同
等
と
す
(
地
租
は
之
を
引
下
げ
、
帥
官
業
収
盆
殺
の
方
は
之
を
引
上
げ
る
)
o

之
が
泊
め
に
国
税
に
て
牧
入
滅
の
結
果
を
生
十

る
だ
け
に
て
は
、
地
租
も
管
業
牧
盆
耽
も
共
に
一
様
の
度
に
於
て
若
干
槍
率
す
る
と
き
に
二
者
の
均
衡
が
と
れ
る

間
或
は
管
業
牧
盆
税
の
純
盆
課
税
も
、
地
租
の
綿
牧
(
賃
貸
一
領
特
)
課
税
も
共
に
維
持
し
て
、
其
大
正
十
玉
年

四
月
一
日
現
在
で
定
め
ら
れ
た
る
賃
貸
債
格
を
標
準
と
し
て
前
年
各
月
の
平
均
物
僧
指
数
に
て
換
算
し
て
、
前
年

拙著、地方税改革問題、 10、以下20) 



の
鱒
牧
と
い
ふ
べ
き
も
の
を
定
め
、
之
に
劃
し
て
、
替
業
収
盆
暁
と
同
率
(
現
在
白
地
租
白
百
分
三
・
八
よ
H
は
低
く
、
替
業
日
収

奪
視
の
百
分
ニ
・
六
よ
り
は
高
き
、
中
間
的
な
る
も
の
)
の
税
率
を
適
用
す
る
と
す
れ
ば
、
其
れ
で
も
二
者
均
衡
が
得
ら
れ
る
。

地
方
附
加
税
の
制
限
宰
も
勿
論
、
二
税
に
て
均
等
と
す
る
。

は
い
家
屋
税

1
lに
つ
い
て
は
、
賃
貸
債
格
の
評
定
上
、
田
合
農
村
に
つ
い
て
一
定
の
掛
酌
を
行
ふ
と
す
る
色
一

方
法
だ
が
、
田
合
L
」
都
曾
と
を
何
虞
に
で
分
界
す
る
か
に
つ
き
難
賠
が
あ
っ
て
、
之
に
よ
り
精
密
に
公
平
な
る
も

の
と
は
し
粂
ね
る
。

論

}
以
上
要
之
、
農
業
者
と
商
工
業
者
と
の
聞
に
て
は
、
前
者
が
商
工
業
者
よ
h
J
も
幾
分
か
重
〈
課
せ
ら
れ
で
も
置

しい
U
i

と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
然
り
と
て
、
費
際
に
於
け
る
我
闘
の
雨
階
級
の
負
捷
一
の
不
均
衡
の
度
合
は
、
あ
ま

り
に
も
大
な
る
色
の
で
あ
っ
て
、
営
を
得
な
い
。
之
が
原
因
は
現
行
法
規
に
之
を
求
め
る
こ
と
が
難

t
な
い
。
で

之
を
救
持
す
る
の
に
は
、
人
税
に
於
け
る
根
本
的
の
大
改
革
が
是
非
と
も
望
ま
し
い
が
、
其
と
同
時
に
、
物
税
に

て
、
特
に
地
租
と
替
業
収
盆
税
と
に
て
或
は
之
を
全
く
地
方
に
委
譲
し
て
実
に
根
本
的
の
改
革
を
行
ふ
か
、
之
等

を
刷
一
時
一
と
し
て
維
持
す
る
と
し
て
、
或
は
こ
の
も
の
の
課
税
標
準
を
脅
し
〈
前
年
所
得
と
し
、
税
率
は
地
租
に
稿

々
重
く
す
る
か
、
或
は
二
者
の
課
税
標
準
は
現
斌
の
如
〈
異
種
の
も
の
と
し
て
税
率
を
二
者
同
率
と
し
、
併
し
其

地
租
の
賃
貸
債
格
の
大
さ
を
物
債
指
数
に
よ
り
換
算
し
て
前
年
の
も
の
と
す
る
の
が
選
か
べ
き
で
あ
り
、
肯
葉
上

に
も
地
方
附
加
粧
の
均
等
を
も
計
る
こ
と
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。
其
他
に
も
希
望
す
べ
き
志
の
は
あ
る
が
、

多
少
、
質
現
難
に
遇
ふ
の
で
あ
る
。
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